
AIカースト制度というのは 
1. AIカーストの構造記事では、AIとの関わり方によって、主に以下の3つの階層に分かれる可能

性を指摘しています。 

●​ 上位層（AIを操る側）： AIを開発・設計したり、高度な意思決定のツールとして使いこなし、付加価

値を生み出す人々。 

●​ 中間層（AIと共存する側）： AIの補助を受けながら実務を行うが、常にAIによる効率化の圧力に

さらされる人々。 

●​ 下位層（AIに使われる側）： AIが算出した指示に従って動くだけの労働者。記事では、配送ドライ

バーや倉庫作業員などが、AIアルゴリズムによる徹底した時間管理やルート指定の下で「AIの末

端組織」のように扱われる実態を挙げています。 

2. 背景にある「アルゴリズム管理」 

この言葉が注目される背景には、プラットフォーム企業などがAIを使って労働者を管理する「アルゴリズム

管理」の広がりがあります。 人間ではなくAIが評価や指示を行うことで、労働者が「交換可能なパーツ」と

して扱われ、感情や個性が無視されるといった人間性の喪失が問題視されています。 

3. 社会への影響と課題 

産経新聞の記事では、この「AIカースト」が固定化されることで、以下のような懸念が生じると述べていま

す。 

●​ 格差の拡大： AIを使いこなせる資本やスキルを持つ者と、持たない者の間での経済的・社会的な

溝が深まる。 

●​ 雇用の不安定化： 下位の業務はAIやロボットに代替されやすく、常に雇用の脅威にさらされる。 

●​ 教育の重要性： 「AIに使われる側」にならないためのリテラシー教育や、AIには真似できない人

間ならではの創造性・共感力をどう育てるかが急務である。 

 



まとめ 

「AIカースト」という言葉は、AIがもたらす技術革新の恩恵の裏側で、それが生み出しつつある「新たな身

分制度」のような深刻な不平等の実態に対する強い警鐘と危機感を表明しています。 

AI技術の進化は、生産性の飛躍的な向上や、これまで解決が困難であった問題の克服を可能にするな

ど、人類社会に計り知れない利便性をもたらしています。しかし、その技術を「誰が所有し、誰が利用し、誰

が利益を得るのか」という問いに対し、明確な答えがないまま技術の社会実装が進んでいます。この状況

は、知識、スキル、資本、そしてAI技術へのアクセスという側面で、人々の間に決定的な格差を生み出し始

めています。 

具体的には、AIを使いこなせる人材とそうでない人材との間で、収入、社会的地位、そして機会の点で大き

な差が開きつつあります。さらに、AIによる自動化は特定の職種を消滅させる一方で、新たな職種を生み

出しますが、この変化の波に乗れない人々は社会の底辺に追いやられる可能性があります。これは、単な

る経済的な格差に留まらず、人間としての尊厳や自己実現の機会にまで深く関わる問題です。 

したがって、技術が高度に進歩する現代社会において、私たちにとって最大のテーマとなっているのは、こ

のAIがもたらす格差をいかにして是正し、すべての人々の人間としての尊厳をいかに守り抜くかという点に

集約されます。技術はあくまで手段であり、その目的は人類全体の幸福であるべきです。 

AIカーストという概念は、技術の進歩を無批判に受け入れるのではなく、その倫理的、社会的な影響を深く

考察し、すべての人々が恩恵を享受できる包摂的な未来を構築するための、今すぐ取り組むべき喫緊の課

題を浮き彫りにしています。教育制度の改革、ベーシックインカムの議論、AI技術の民主化など、多角的な

アプローチが求められています。 
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